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　This study investigates the relationship between adult attachment theory and intimacy development as 
deÞ ned in E. Erikson’s theory of ego epigenetic. Through zero-level relationship analysis and Structural 
Equation Modeling （SEM）, the following hypotheses were verified: （a） Two factors defined in adult 
attachment theory, anxiety and avoidance, are signiÞ cantly and negatively correlated with intimacy as 
deÞ ned in the theory of ego epigenetic; （b） Both anxiety and avoidance are signiÞ cantly and negatively 
correlated with identity status as deÞ ned in identity theory; （c） Gender differences in the model of adult 
attachment behaviors impact on intimacy: The inß uence coefÞ cient of anxiety is greater that of avoidance 
in females, while the reverse is true for males.
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問　題
　青年期が終わり成人期に至ると，漸成発達の
第 6段階 “親密性　対　孤独 ”に入り，“親密性 ”






強く感じる場合，親密性の対極である “ 孤独 ” に
偏ることとなる。この状態に陥ると，自分のこと
のみに夢中になり本当の親密な関係をつくりあげ







（Shaver & Hazan, 1987）。Bartholomew & Horowitz 
（1991） は成人愛着行動の特徴をとらえるため，
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ルしても，この関連性は依然として有意である
（Carnelley, Pietromonaco, & Jaffe, 1994; Jones & 
Cunningham, 1996; Noftle & Shaver, 2006; Shaver 
& Brennan, 1992; Whisman & Allan, 1996）。
　また，不安定型愛着行動特徴がある人の場合に
は，恋愛関係を持続する時期がより短く（Hazan 
& Shaver, 1987），離婚率がより高い （Birnbaum, 
Orr, Mikulincer, & Florian, 1997; Doherty, HatÞ eld, 




定性や持続性が崩れやすい （Duemmler & Kobak, 

















的に相互作用を進める （Furman, Simon, Shaffe, & 
Bouchey, 2002; Grabill & Kerns, 2000; Mayseless, 



















ための恋愛 ” （大野，1995） という現象も起こる。
もしこのような愛着に失敗すると，“ 自分自身を
孤立させ，非常に規格化された形式的な人間関係
しか見出さないこととなる ” （Erikson, 1959  小此















している （Cobb, Davila, & Bradbury, 2001; Feeney, 
Noller, & Callan, 1994; Klohnen & Bera, 1998）。こ
れらの縦断研究は，成人愛着行動特徴から成人期
の親密関係の形成と維持に影響を与えることを示
した。ところが，Collins & Read （1990） による
と，カップルにおいてとらわれ型の女性と愛着軽
視型の男性がいれば，男性の方は恋愛関係に対し


















経験があるか？ ” に対して “ ある ” と答えた 172
名 （男性 64名，女性 108名） を分析対象とした（性
別不詳の 1名は分析から除外した）。
調査内容
　ECR-R（Revised Experiences in Close Relation-
ships）尺度日本語版　この尺度は英語版（Fraley, 




実証されている（Fraley, Waller & Brennan, 2000; 













ある。S-ESDS質問紙は Ochse & Plug（1986）が

























満足できるものであった（χ2（8, N=172）=7.38, n.s.; 
GFI=.98, CFI=.97, RMSEA=.001）。なお，因子間
















項　目　内　容 Ⅰ .不安 Ⅱ .回避
私は彼／彼女が私といっしょに居（い）たくないのではないかとよく心配になる。   .75  .01
彼／彼女に自分の愛情を表しても，相手が同じように私を好きと思ってはくれないかもしれないと思う。  .72 -.03
私は，彼／彼女が私のことを実際には愛していないのではないかとよく心配する。  .71 -.02
彼／彼女に愛されなくなってしまうのではないかと心配になる。  .70 -.13
私が彼／彼女のことを考えているほど，彼／彼女が私のことを考えていないような気がする。   .07 -.15
彼／彼女と離れていると，私は彼／彼女が誰か他の人に関心をもつようになるかもしれないと心配する。  .60 -.17
彼／彼女が原因で私は疑い深くなってしまう。  .53 -.05
私は彼／彼女に捨てられることをほとんど心配しない。*  .51  .06
私は自分が他人にかなわないのではないかと心配する。  .49  .18
彼／彼女は私が望むほどは親密になりたくないようだ。  .46  .20
しばしば，私が想っている程強く，彼／彼女が私のことを好きでいて欲しいと思う。  .45 -.22
一旦彼／彼女が私の本当のことを分かってしまうと、私のことを好きではなくなるのではないかと思う。  .44  .10
私は彼／彼女と別れることをめったに心配しない。*  .41  .02
私が必要とする愛情と支え（サポート）を彼／彼女から得られないことは私を苛立たせる。  .40 -.12
私は自分の人間関係でとても悩んでいる。  .37 -.01
彼／彼女は私が怒っているときにだけ，私に関心を向けるようにみえる。  .32  .19
時々，彼／彼女ははっきりした理由もないのに私に対する感情を変える。  .30  .13
非常に親密になりたいという私の願望は，ときどき人を怖がらせる。  .29  .03
とても困っている時彼／彼女に頼ることは私にとって助けになる。* -.07  .70
彼／彼女に頼ることは心地よい。* -.20  .70
私は彼／彼女に対して心を開くことを心地よく思わない。 -.12  .65
私は彼／彼女と色々な事を話し合う。*  .08  .65
私はどんな事でも彼／彼女に話す。*  .03  .59
私は彼／彼女に頼ることができない。  .11  .58
私にとって彼／彼女に頼ることは気安いことだと思う。*  .00  .58
私は、普段から彼／彼女と私の悩み事と関心事についてよく話し合う。*  .16  .56
彼／彼女と親密になることは私にとってとても心地よい。* -.11  .55
私は彼／彼女とあまりにも親密になりたくない。 -.02  .55
彼／彼女は，私のことや私の必要としていることを本当に理解している。*  .17  .48
彼／彼女がすごく近づこうとすると気詰まりになる。 -.06  .45
自分のプライベートな考えや感情を彼／彼女と共有できると安心だ。* -.29  .43
彼／彼女に近づくことは，私にとって割と気安いことだ｡ *  .32  .35
彼／彼女と親密になることは私にとって難しいことではない。*  .40  .33
私は自分が心の底でどのように感じているかを彼氏／彼女に見せたくない。  .19  .32
私にとって、彼／彼女に優しくすることはたやすいことだ。*  .04  .30
彼／彼女が私に近づいてくると緊張する。  .37  .22
                                                                            因子間相関 Ⅰ Ⅱ
                                                                                       Ⅰ －  .17















4）。男性の場合，親密性は不安との間に r =－ .51 
（p <.01），回避との間に r =－ .45 （p <.01） という
有意な相関があった。一方女性の場合，親密性
と不安との相関が r =－ .52 （p <.01） であり，男






との相関は r =－ .57 （p<.01），回避との相関は r 
=－ .53 （p <.01） だった。それに対して女性の場
合，アイデンティティ確立と不安との相関は r =























平均値 （標準偏差） 平均値 （標準偏差） t値
ECR-R
不安 72.89 -17.04 74.62 -15.27 0.74
回避 60.22 -13.79 60.08 -16.33 0.07
S-ESDS
アイデンティティ 17.45 -3.83 17.58 -3.76 0.24
































1 2 3 4
1. 不安      .31** － .52** － .37**
2. 回避   .16 － .37** － .27**
3. アイデンティティ達成 － .57** － .53**      .70**
4. 親密性 － .51** － .45**      .60**







女性の場合は，モデル適合度はχ 2 （24, N=108）
















親密性は不安との間に r =－ .51 （p <.01），回避
との間に r =－ .45 （p <.01） の有意な相関があっ
た。女性の場合，親密性は不安との間の相関が r 


























特徴がある （Guerrero, 1996; Le Poire, Shepard, & 





モデル p 　.69 　　　　 .05
適合度 GFI   .94      　　   .94
CFI 1.00                .96
RMSEA 　.00 　　　　 .04
"1 　　  　  -.26 　　　   -.40*
構成概念 "2 　　　    -.70**　　　　　 　　　 -.16
間のパス "3   .45*  　　　   .38*
係数 "1と "2の
差の検定値  　　　 -2.02* 　　　  1.72†










する傾向がある （Bartholomew & Horowitz, 1991; 
Bookwala & Zdaniuk, 1998; Chen & Bradburg,1999; 
Davila & Bradburg, 2001）。ところが安定な愛着行
動特徴の人は他人に対する信頼感が高く （Collins 
& Read, 1990），対人活動能力がより備わってい










の相関がある ” という仮説 2について検討した。
Table 4に示されたように，男性の場合にはアイ
デンティティ確立と不安との間の相関は r =－ .57 
（p<.01），回避との相関は r =－ .53 （p<.01） であっ
た。それに対して女性の場合，アイデンティティ
確立と不安との間の相関は r=－ .52 （p<.01），回












& Noller, 1990; Kobak & Sceery, 1988; Lopez & 
Gormley, 2002），自尊心も高い （Bylsma, Cozzarel-
li, & Summer, 1997; Collins,& Read, 1990; Feeney 
& Noller, 1990）。さらに人間関係において責任感












































相対的に強い （Montgomery & Sorrell, 1998）。こ
のため，依存してくる相手をふるか，自分が捨て
られてしまうかのような恐れによって，不安を感
















重要である （HatÞ eld, 1982）。しかし青年期の男
性は独立性を求めるため，人間関係において距離
を過度に設けたり，人の接近を拒絶したりして，
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